宅地調停申立書

　平成　　年　　月　　日　

○○簡易裁判所御中


〒○○○－○○○○

　住　所　　　　　　　　　　　　　　　（送達場所）
　　　　　　　　　　申立人　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　電　話　

　　　　　　　　　　ＦＡＸ


〒○○○－○○○○

住　所　
　相手方 
　〒○○○－○○○○

住　所　
　相手方 
　〒○○○－○○○○

住　所　
　　　　　　　　　　相手方 


宅地調停申立事件
調停事項の価額　　　金　　　　万　　　　円
貼用印紙額　　　　　金　　　　万　　　　円
　

申　立　の　趣　旨

　相手方らは申立人に対し、申立人が別紙物件目録１記載の土地の利用のために、別紙物件目録２記載の土地を、別紙図面のとおり掘削して水道管、ガス管を設置することを承諾する。
との調停を求める。


紛争の実情

第１　土地の所有関係
１　申立人は別紙物件目録１記載の土地（以下「本件土地１」という）を所有し、相手方らは別紙物件目録２記載の土地（以下「本件土地２」という）を共有している。
２　申立人は本件１の土地に居住しているが、建て替えを計画している。また、本件土地２は道路位置指定を受けた私道であるが、本件土地について申立人は共有持ち分を有していない。そして本件土地１は本件土地２に接道しているだけである。また、上下水道管、ガス管は本件土地２に埋設されている。
３　申立人は建物の建て替えに際し、ガス管や上下水道管等の交換が必要であることから、その工事を業者に依頼しようとしたところ、業者から本件土地２は私道であり、私道の所有者が掘削を承諾している書面が必要という指示があった。そこで、申立人は相手方らに対し、その旨の承諾を求めたが、申し立てに人に本件土地２について持ち分がないことから承諾を拒否された
４　申立人は相手方らの承諾が得られないと、建物の建て替えができないことからこまり、役所等に相談したが話し合って承諾を得るよう助言するだけだった。しかし、申立人としてはこれ以上直接相手方らと協議することは困難ですので、調停を申し立てます。


資料
甲１　　不動産登記事項証明書
甲２　　土地の公図
甲３　　道路位置指定についての書類


******************************************************************

（別紙）不動産目録
　　　１　本件土地１
　　　　　所在　　　　　地番　　　　　種類　　　　　地積
　　　２　本件土地２
　　　　　所在　　　　　地番　　　　　種類　　　　　地積


******************************************************************

（別紙）　上下水道工事、ガス管工事図面



